
「試練を受けて苦しまれたからこそ」       2018 年 12 月 12 日 

ヘブライ人への手紙 2 章 11 節 b～18 節 それで、イエスは彼らを兄弟と呼ぶことを恥 

としないで、「わたしは、あなたの名を／わたしの兄弟たちに知らせ、／集会の中であな

たを賛美します」と言い、また、／「わたしは神に信頼します」と言い、更にまた、／「こ

こに、わたしと、／神がわたしに与えてくださった子らがいます」と言われます。ところ

で、子らは血と肉を備えているので、イエスもまた同様に、これらのものを備えられまし

た。それは、死をつかさどる者、つまり悪魔を御自分の死によって滅ぼし、死の恐怖のた

めに一生涯、奴隷の状態にあった者たちを解放なさるためでした。確かに、イエスは天使

たちを助けず、アブラハムの子孫を助けられるのです。それで、イエスは、神の御前にお

いて憐れみ深い、忠実な大祭司となって、民の罪を償うために、すべての点で兄弟たちと

同じようにならねばならなかったのです。事実、御自身、試練を受けて苦しまれたからこ

そ、試練を受けている人たちを助けることがおできになるのです。 

 

「著者」は、「人を聖なる者となさる方も、聖なる者とされる人たちも、すべて一つの

源から出ているのです」と書いている。人を聖なる者となさる神も、聖なる者とされるキ

リスト者たちも、全て一つの源、神から出ている。神から聖なる者とされたキリスト者た

ちは皆、兄弟となる。それで主イエスは、彼らを兄弟と呼ぶことを恥とされない。「わた

しは、あなたの名を／わたしの兄弟たちに知らせ、／集会の中であなたを賛美します」は、

詩編 22 編 23 節「わたしは兄弟たちに御名を語り伝え／集会の中であなたを賛美します」

からの引用である。更に、「ここに、わたしと、／神がわたしに与えてくださった子らが

います」は、イザヤ書 8 章 18 節 a からの引用で、同じ信仰を持つ、神から子とされた兄弟

たちと共に神を賛美する喜びを歌っている。 

「ところで、子らは血と肉を備えているので、イエスもまた同様に、これらのものを備

えられました」。キリスト者は肉と血を備えた人間であるので、主イエスも同じように肉

と血を備えられた。体を備えていたのは、「死をつかさどる者、つまり悪魔を御自分の死

によって滅ぼし、死の恐怖のために一生涯、奴隷の状態にあった者たちを解放なさるため

でした」。主イエスはご自分の体を十字架で献げ、死の恐怖に怯える奴隷状態から人間を

解放してくださった。天使たちではなく、アブラハムの子孫、人間を助けられたのである。 

「イエスは、神の御前において憐れみ深い、忠実な大祭司となって、民の罪を償うため

に、すべての点で兄弟たちと同じようにならねばならなかったのです」。憐れみ深い、忠

実な大祭司イエスは、人間の罪を償うために、全ての点で人間と同じようになられた。「事

実、御自身、試練を受けて苦しまれたからこそ、試練を受けている人たちを助けることが

おできになるのです」。大祭司イエスは、人間になられ、試練を受けて苦しまれた。だか

らこそ、試練を受けている人たちを助けることができる。ヘブライ書 4 章 15 節、16 節に

「この大祭司は、わたしたちの弱さに同情できない方ではなく、罪を犯されなかったが、

あらゆる点において、わたしたちと同様に試練に遭われたのです。だから、憐れみを受け、

恵みにあずかって、時宜にかなった助けをいただくために、大胆に恵みの座に近づこうで

はありませんか」と書かれている。人間と同じになられた大祭司イエスは、あらゆる試練

に苦しまれたから、同じ試練に遭う者に同じ思いで、時宜に応じた助けをすることがおで

きになる。主イエスと共なる歩みは、神の恵みの中を生きることである。 


